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本年五月の日蝕
山　本　一　清

　かねてから度々本誌に記しナこ如く，本年五月九日には我が國及び東洋方

面で見える日蝕がある．見える範國は，支那印度の大部分，それから南洋

一・窒?C濠州の南部を除く大部分，それに印度洋の殆んさ全部ミ，アフリカ

大陸の東南部にもわkるのであって，我が國でも，青森縣以北を除けば，全

國から見える．しかし藪に記しナこ範園からは，「見える」ミ言っても，多く

は部分蝕が見えるのである．一毎日，室に輝やいてるるあの太陽の，ま

んまるい形が多少鋏けた形に見える．それだけであるから，可なり珍らし

いには違ひないが，しかし此の部分蝕のために，野間の明るさが暗：くなっ

て了うNSいふやうな事は無い．

　ミころが，此の日，南洋のごくせまい範園内では，日蝕が皆既εなる．此

の皆既日蝕の見える場所では，手間ε難も夜の景色になって了うのである

し，其の時には，天津で，月球に蔭された太陽の周園から，赤や線の不思

議な光りが漏れて予て，無類獄特の光景を呈する一之れを見るがナこめに・

老いも若きも，學者も素人も，大騒ぎして見に出かけやうξいふ騒ぎにな

るのである．

　今，天地暦によって見るご，こん3の日蝕の「要素」は，

太陽ε月ミの赤経會合の時刻は

太陽ざ月の赤経は

太陽の赤経の毎時攣動は

月の　同　　同

太陽の赤緯は

其：の毎時憂動は

月の赤経は

其の毎時攣動は

太陽の赤道地李親差は

五月9日5時58分0、2秒
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　　太陽の現観牛径は　　　　　　　　　　　　　　　15　50・3

　　月の赤道地李仁心は　　　　　　　6024・7
　　月の現認牟径は　　　　　　　　　　　　　　　16　26・9

　之れだけの材料から，此の日蝕の絡ての智謀を算出するこεが出薫るの

である．（時刻は皆グリニチ李均時．）

　さて，實際，計算の結果，圭要な時刻は，

　　（現象）　　　　（グリニチ李均1・，t＝）

蝕の始まり　　　　五月9日，3時32・5分

皆既融の始まり　　　　g，　430．2

正午に見える皆既蝕　　9，　5　58．0

皆既蝕の終り　　　　　9，　750．1

蝕の終り　　　　　　　9，　8　47・7

　　（其の土地の）

東纏46。47ノ南緯31。12ノ

同　　　34　57　　　同　　36　46

駐1　　8935　　同　　 054

同　　153　　7　　1ヒ緯　　4　48

同14028同】030

　五月九Hの日蝕皆鶴が南洋の何所で見えるかSいふに，先づ第1圓を見

て頂きナこい．時刻の順序で言へば，其の日の朝早い頃（地右祷），既にイン

ド洋の西部マダカスカー島の東沖で見え始め，それから，ズツミ東北方へ

此の景色が進むのであるが，正午頃までは何所も皆，海上である．故に，た

まナこま般に乗って此の邊iを通る人は旧れを見るこεが出來るけれ3，他の

人は駄目である．ミころが，正午過ぎになるε，蘭領スマ1・ラ島の北部で

此の皆既蝕が見え始め，次いで，マラカ海挾を越えて，マレイ孚島の中部

一ちょうS“シャム國ミ三巴殖民地εの境界あたりを通り，それからシャ

ム灘の水の上を経て，フランス領インド支那の南端をかすめ，越えて午後

三時牛頃には米領フィリピン群島の中ほさで見え，それからは皆既線が

盆々東方へ移って，逢にカVリン群島の沖で終るこεになる．從って，陸

地で安全に，叉，多少の器械でも据え付けて此の皆既日蝕を冤やうミすれ

ば，上記の（1）スマ1・ラ島か，（2）マレイ牛島か，（3）佛領インド支那か

（4）フィリピン群島に限られるのである．

　今，此等の各地について，皆既日蝕の見える事情を，一’一一wrt表にして示す

ε下の如くなる．
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皆既蝕Q（各地方時で）

始まり

午後1時。分

　1　19

　1　48

　3　24

　　　　終り．i綴績日芋聞

午後1暗5分

　1　2・　4－

　1　53

　3　28

5分　5秒

5　　0
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天頂距離角

　最近までの通知に嫁るミ，世界各國から此度の日蝕地に派遣せられる観

測隊は下の通りである・

英國より

　（1）グリニチ天文皇よりDavidson氏等の一行がマレイ牛島西岸のKe－

　　　dah郡アロア。スター一　A／or　Starに於て，シーロスタトによりコロナ

　　　撮影及びアインスタイン愛移を観測の筈。

　（2）ケンブリヂ大智よりi　tratton氏等一行がシアム國パタニ附近に於て

　　　爲眞望蓬鏡によりアnンシタ．イン憂移の観測及び電離カルシウム瓦

　　　斯の高さを測る筈．

凋逸國より

　（1）ポヅダム天艦物理天文皇よりIreundlich博士の一行がシャム國

　　　Khoke．Bhodeに於て大仕掛けのアインシタイン攣移を観測する筈．

　（2）ゲチンゲン大學天文蜜よりKienle教授等の一一一i行がやはり上記のシ

　　　ヤム國領内に來て，コロナのスペクトル光度を測る由．

　（3）ベルゲドルフ天文塁よりSchorr肇長の卒ゆる一行がブイリピンの

　　　イロイロ島で日蝕コロナや閃光スペクトルを観測の豫定．

佛國より

　（1）パリの経度局より派遣の一隊が佛領インド支那沖のプーロ・コンド

　　　ールPoulo　Condore島で，コロナの光度及びアインシタイン攣移を

　　　観測の豫定．

イタリー國よりは一面が來る筈であるが詳細未定。

オランダ國より
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　（1）守れは，詳細不明であるが，（天界第91號第457頁を見よ），多分スマ

　　　トラ島北部に細るも0）らしい．

濠洲より

　（1）メルボルン大州のマーブイルドMerfield氏の一一一vaがスマトラにや

　　　つて來て，コロナのスペクトルを撮影する筈．之れは去る1926年前

　　　スマトラの日蝕の時の繰り返しである．

米國より一多分フdリピン群島へ三つ四つの観測隊が鳴るミ思はれるが，

　詳細は未だ分らないけれさ，想像によれば，

　（1）スワースモア大學よりMiller教授の一行

　（2）八一ブード大息よりStetson教授の一一行

　（3）ワシン1・ン海軍天文壷より

　（4）ヰルソンltl天交毫よりAnderson禅士等の一一行

　（5）リク天文皇よりCaエnpbell，　MOore雨氏等の一行

　此等のうちヰルソン山の隙は多分スマトラ島に焦るものらしい．更に，

我が日本よりは，

　（1）東京天文t．tより，早乙女年長及び木下白石蓮沼三理學士の一行が，

　　　マレ／牛島の英領地アロア。スター叉はシャム國領内パタニ地方に

　　　來る由．

　（2）京都大學天文毫より，筆者ミ中村上島稻葉の三氏ε英子Sがスマト．

　　　ラ島の北部に行く計叢である．

　こういふ有襟であるから，スマトラからフィリピンへかけての…幣は，五

月頃，天文學上の非常な賑はひを呈するだらう．

　自分は，此の際，我が同好會員諸氏及び一般肚會人士たちが，　こんδ

のやうに日本に近い皆既日蝕を見るために，南洋方面へ出かけられんひ三

を奨めるものである．研究を日的ミ漏す，輩に珍景色を見物するためなら

ば，專門家の観測隊の如く，早くから萬かける必要もあるまい．叉，見る

土地の都合も其の積りで考へて見るが好いご思ふ．さし當り，一般入士の

ナこめに好適地ε思はれるのは，マレイ牛島西岸ε，ブイリピンεであらP・

　マレイ翁島の西岸にある有名な海港ぎナンPena“gは日本から西洋や印
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f一一度へ行く商船や郵船が多く寄港する所であろ・此のu“tン港は此度の日蝕

皆既の線の南端に且ってるるから，充分なこミを言へば，此のビナンから

封禅の英領に上陸して二三十マイル北方へ行けば・皆既食は立派に見らる

筈である。實際，日蝕の當日は，シンガポアあたりからも多嶽の各雇入が

此の地方に押しかけるこざであらう・

　　フィリピン群島の方も，日本から行く艦は澤山ある．尤も，フnリピン

て此の口蝕の見えるのは，マニラではなくて，イロィロ，バコロド，セブ，

　ドマラン島あナこりであるから，甜の都合により，マニラから乗り換へる必

要があるかも知れない．しかし，ミにかく島が多いだけ，蝕を見るのに好

都合の場所も澤山あるS思はれる．

　　最後に，我が國の各地で此の五月九日の日に見える部分蝕の様子を記さ

　う．圖で見ても分る通り，我が國で最も深く鋏けた日蝕の見えるのは塁濁

である．それから，琉球，九州………εいふ順に，蝕の大きさは減する．仙

肇以北の二L地では部分蝕が非常に小さくて，肉眼では殆んさ何も兄えない

だらう．

　　一般に，部分蝕の場合に観測すべきi，のは，蝕の始め終りの精密時刻で

あるが，之れのためには，あらかじめ，良い時計を準備して置かなければ

　なるまい．叉，素人の人々が，鼠走から少しく練習して置いて，日蝕の爲

眞なさ撮って見るのも面白いこミであらう．

　　　　　　　　　　日本よりの日食糊置隊消息

　京都大學天文皇よりは山本博士夫妻，中村，上島，稻葉の五名が日食に

行くこミに決定．観測地は，スマ1・ラ島アーチエ郡プールーラ村附近のカ

ラン／ヌ野村氏纒螢の撒子園である．之れは園主野村徳七氏の特志厚意に

よる．一行は來る三月24日紳戸出帆の大阪商船「ナここまメ三、」に乗る筈．

　東京天文墓よりの一行は木下理奇士を隊長εし，外に白石蓮沼爾理學士

が加はり，爾ほジヤバの三太李洋画議に参列の早乙女博士も此の観測に加

はる筈．一行は三月28日の白山丸ミ四月2日の阿波丸に分乗して紳戸を出

帆の由．


